
アイアグリ株式会社は
持続可能な開発目標（SDGs)を支援しています。
アイアグリ株式会社は
持続可能な開発目標（SDGs)を支援しています。

当社の農業支援事業と
数理・データサイエンス教育に

期待すること

直営店舗統括部

営業企画チーム チーム長代行

齋藤 竜馬
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会 社 概 要
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アイアグリのビジョン
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アイアグリの概要

■代表取締役社長 木村泰行

■所在地 土浦本社：茨城県土浦市北神立町2-12

東京本社：東京都中央区日本橋室町1-11-8

■設立 1986年11月25日

■資本金 97,000千円

■主要株主 住友化学㈱ 72.23％、伊藤忠商事㈱ 18.97％

■従業員数 249名（2021年1月31日現在）

■年商 137億円（2021年度）
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事 業 内 容
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業

アイアグリの事業内容

農業関連商品
販売事業

農家の店しんしんの全国展開
ネット通販事業 日本農業システム
卸売事業

農業支援事業
経営の基盤強化と規模拡大をサポート

NPO農業支援センター

青果物流通事業
GAP認証取得の生産者団体と連携する

株式会社農流研業

米検査事業
米の安定供給を担う

アイアグリ関東株式会社事業

ファーム事業
栽培ノウハウを活かした大規模生産

アイアグリファーム守谷株式会社
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小売事業 – 農家の店しんしん –

・全国40店舗展開（直営18店舗・ＦＣ22店舗）

・農業資材の販売および各種サービス

・量質兼備、情報発信基地として生産者をサポート
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農家の店しんしん - 各種サービス -

生産原価低減支援

PB品の販売によるコスト低減

規模拡大支援

大型農機レンタル・作業請負

商品付帯サービス

ハウス施工

農PO加工

技術支援

（土壌診断：4,000件／年間）
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農家の店しんしん - 各種サービス -

お客様の作業現場を
常にイメージして、
困る前に早めの提案
をしています！

地域別、品目別のソリューションを作成

いつ、どんな
作業をする？

どれだけの量
が必要？

どんな資材が
必要？
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●農業資材

・防虫ネット、防草シート

各種農ポリ、マルチ、遮光ネット

●農業機械

・刈払機、チェーンソー、噴霧器

動噴、散粒機、耕うん機

●農薬（コンパカレール）

非選択制茎葉処理剤

大量散布にも最適

難雑草も枯らす

PB商品
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PB商品

●単肥・有機肥料・液肥・土壌改良剤・培土

国内大手化学品メーカーの高機能肥料から汎用肥料まで

100銘柄を超える豊富なラインナップ。

→作物や季節、作型、土壌に合わせ最適な肥料をご提案
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スマート農業への取組み

・スマート農業チーム発足

・2020年秋 ドローンスクール開講

・2021年春 ドローン整備場設置

・ドローン散布用肥料の開発
“AGスカイブレンド”

●農業用ドローンの販売
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ネット通販事業 － 日本農業システム －

24時間、365日、いつでもどこでも資材が買える店

10万点を超える商品データベース

時期に合わせ厳選した商品カタログを毎年作成
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ネット通販事業 － 日本農業システム －

栽培作物別、気候対策別、作業別等の検索機能を充実化

各種モールへの出店

＼お客様のニーズに合わせてご利用いただけます／



15© i-Agri Corp. 2022 15

卸売事業

PB商品を中心に全国の販売店、ホームセンター、ＪＡ等への

農業資材・農薬・肥料の卸売販売
取引先：約700社
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農業支援事業 － NPO法人農業支援センター －

• Visoin2026
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農業支援事業 － NPO法人農業支援センター －

●新規就農・農業参入支援

新たな担い手の獲得と育成
農業業界においても人材獲得競争が激化
正社員・独立希望者と受入れ農場とのマッチング
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各生産者のニーズに合わせた
各種勉強会を開催しています！

●勉強会の開催

農業支援事業 － NPO法人農業支援センター －
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農業支援事業 － NPO法人農業支援センター －

現場をよく知る店舗指導員が
経営改善をお手伝いします。

GAPで守るべき５つのポイント
①食品安全
②労働安全
③人権福祉
④環境保全
⑤経営・マネジメント

GAPに取り組む事で、農場経営が「見える化」「標準化」されます。
経営改善のツールとしての活用を勧めています。

●GAP認証取得支援
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青果物流通事業 － 株式会社農流研 －

●販路開拓業務

ブランド農産物づくり

→ JGAP認証の農産物販売

農産物の販売戦略

標準化と共有化

関東5生産者団体の
農産物を販売中
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米検査事業 －アイアグリ関東株式会社－

移植から収穫までは店舗ス
タッフによる生育調査を行
い、生育に合わせて適切な
追肥・防除等を提案し、安
定多収に結び付けています。

集荷後は、自社で全量農産物
検査を実施し、品位を確認し
ています。
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ファーム事業 － アイアグリファーム守谷株式会社 －

●キャベツの大規模生産

●キーワード： 「安定化」 「省力化」 「機械化」

●蓄積された栽培・販売ノウハウを活かし、新たな営農モデルを構築
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みどりの食料システム戦略推進

『みどりの食料システム戦略』策定

2021年5月、農林水産省により

食料・農林水産業の生産力向上及び

持続性の両立をイノベーションで実現

弊社においても、事業継続のための具体的な施策の検討が必須

「みどりプロジェクト」設立

④産学官連携による技術開発と商材研究開発 【みどりPJ連携】

➡ 「みどりの食料システム戦略」への対応を含め新たな取り組みへ
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アイアグリが重点的に取り組むSDGs

2：飢餓をゼロに 【持続可能な農業規範を推進、農業生産性の改善】
→ 農産物流通事業、 米契約栽培・米集荷事業、栽培技術支援、スマート農業の提案

3：すべての人に健康と福祉を 【すべての人の健康的生活を確保し、福祉を推進する】
→ 安心・安全・高品質な農業関連資材・サービスの提案、 栽培技術支援

5：ジェンダー平等を実現しよう
【女性のエンパワメントとジェンダー平等は全ての開発目標に波及】
→ 女性が活躍できる労働環境の整備、農業経営塾、農業女子PJ

8：働きがいも 経済成長も 【すべての人の生産的な完全雇用とディーセントワーク達成】
→ 農業経営塾、マザーファーム構想（働きやすい環境を作り地域の農業維持・発展を目指す）、働き方改革の推進

9：産業と技術革新の基盤をつくろう
【持続可能な産業を推進し、科学的研究と技術革新に投資】
→ ICTを活用した商品・サービスの提案（農作業効率化・省力化・労働力不足への対応）
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数理・データサイエンスに関連する事業
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スマート農業への取組み

・スマート農業チーム発足

・2020年秋 ドローンスクール開講

・2021年春 ドローン整備場設置

・ドローン散布用肥料の開発
“AGスカイブレンド”

●農業用ドローンの販売 2022年度よりドローンによる
作業請負サービス開始予定

目標面積 500ha
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ドローンによるカバークロップ播種試験

【参加企業】

・茨城県茨城町 農業生産者

・水戸地域農業改良普及センター

・茨城大学

・雪印種苗（株）

・アイアグリ（株）

【種子】

ヘアリーベッチ・ライ麦

【スケジュール】

・9月 茨城大学圃場にて

播種テスト（飛行有り）

・10月 実際の圃場にて播種 【茨城大学圃場における播種テスト】
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【播種試験の模様：2021/11/11】 【播種後の状況：1週間後】

ドローンでの播種は良好。
※ただし種子により要調整

2022年夏の作物収穫まで
継続調査を行う。

ドローンによるカバークロップ播種試験
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ドローンによるカバークロップ播種試験②

●最新機種を使用した試験

2021年10月～
マメ科 ヘアリーベッチ
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30

ドローンセンシングによる収量予測

・対象作物（キャベツ、白菜、レタスなどの結球野菜）

→ 品種ごとのデータ収集

・導入、実証試験：2022年

・キャベツに関しては、アイアグリファーム守谷にて
データ収集および試験対応

スマート農業への取組み
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スマート農業への取組み

●農薬散布ボート パディラビット AD-PR5 5L

・2019年2月より販売開始
・1ヘクタール約10分で農薬散布
・キーワード：「省力化」 「利便性」 「遊び心」
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スマート農業への取組み

運搬車省力化キット

水位センサー
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スマート農業への取組み

農業用ロボットの開発【農業生産者、産官学との連携】

収穫ロボットの開発

◎栗収穫ロボット

運搬ロボットの開発

〇梨等の果樹生産者向け

〇葉物生産者向け

その他ロボットの開発

・防除ロボット

・除草ロボット
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農業経営システム あぐサポ



35© i-Agri Corp. 2022 35

農業経営システム あぐサポ
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農業経営システム あぐサポ
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農業経営システム あぐサポ
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農家の店しんしん – 土壌診断サービス -

社内分析室でスピード分析

各店の肥料ソムリエが自社開発ソフトにより施肥設計

土壌診断に基づく施肥設計

●スピードと現場感を重要視した化学性分析

じっくりと相談して
納得の上施肥ができ
ると好評価をいただ

いています！
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農業生産者の声 ～土壌診断編～

『土壌診断、やってみませんか？』

●数字ばかりで難しい！ （拒否反応）

●結局何をしていいのかわからない！ （説明不足）

●過去やったけど効果がわからなかった！（フォロー不足）

●単価の高い肥料ばっかり薦められる！ （すり合わせ不足）

●いつもの肥料は使っていいの？ （聞き取り不足）

●kg単位の施肥、圃場別管理、

めんどくさい！ （配慮のない提案）



40© i-Agri Corp. 2022 40

農業に数理・データサイエンスを

Ⅱ
勘・経験をデータに、データを感覚的に

Ⅰ
ユーザー目線のコンテンツ

Ⅲ
コミュニケーションとアフターフォロー

応用基礎力のある
人財・文化の醸成
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ご静聴ありがとうございました。


